は 決して 文化の 世界的 レべ ルを あらわす ような 文学 を 

生み出し 得ない」 という 教訓 を われわれに 与える。 「十 

分の 一 」 の もの を 「十分の 十」 の すがたに 返し 「正し 

いすが たの 中から 真に 価値 ある もの を 学びと ると いう 

仕事 は」 現代 文化の 最高 水準に 立たなければ ならぬ プ 

ロレ タリ ァ 文学の 重大な 課題と なる だろう、 といって 

いる。 

プロレタリア • ルネッサンスと いうよう な 表現 はハ 

ィ カラで 内容 的ら しく 特に 文学青年 などの 耳に のこる 

響きで ある。 亀 井 はこの プロレタリア. ルネッサンス 

なる ものの 社会的 根拠 を プロレタリア 革命 を 内包す る 



九 三 二 年の 日本に おいて、 ソヴ エト 権力に よる 社会 主 

義 社会 建設 を 目 ざして 封建的 軍事的 絶対主義 権力と 抗 

争す る 日本の プロレタリア • 農民のお かれて いる 一 般 

情勢と は 全然 性質の 違う ものである。 階級闘争の 歴史 

的 モメントが 違う。 亀 井 は、 日本に おいての 来るべき 

革命が プロレタリア 革命 を 包含す る 民主主義 革命で あ 

ると いう 点に、 プロレタリア • ルネッサンスの 社会的 

根拠と、 日本の プロレタリア 文学者が プロレタリア- 

ルネッサンスの 樹立 を 夢想す る 現実性 をのべ ている。 

一歩 を あやまれば プロレタリア 文学 運動の 上に、 民主 

主義 的 段階 主義 的 危険が T J の 論文に よ つて 導き こまれ 



るので ある。 

日本の プ ロレ タリ ァ 革命が 民主主義 革命 の 内から 急 

速に 転化され る ものである という 解釈 は、 決して 民主 

主義 革命の 何十 年 かが 持続した 後に プロレタリア 革命 

に 展開す るであろう という 見 透し の 上に はない。 プロ 

レタ リア • 農民. 一 般 勤労階級 を 資本主義 第三 期 帝国 

主義の 矛盾に よ つ て 最悪 化す 世界的 搾取から 徹底的に 

解放す る もの は プロレタリア 革命に よる ソヴ エト 権力 

の 樹立、 プロレタリア 独裁 あるの みで ある。 歴史的 発 

展 のこの 唯一 にして 自明な 闘争 を 勝利 的に 闘うた めに、 

日本の 革命的 勤労大衆の おかれて いる 具体的 条件 を検 



討した 時、 日本 資本主義 発展の 歴史的 基礎と して 明治 

維新が とりあげられる。 明治維新が ョ— 口 ツバの ブル 

ジョァ 革命と は異 つて、 農民の 搾取に 基礎 をお く 野蛮 

な 地主 的 半 封建的 資本主義への 入口であった こと、 す 

なわち 今日 われらの 尊敬す る 階級闘争の 前衛 を 虐殺し、 

ストライキと 革命的 文化 を 抑圧す る 地主 的 封建的 絶対 

主義 支配の 確立であった ことが 明らかと なる ので ある。 

プロレタリア 革命の 前駆で ある 民主主義 革命の 必然 

性、 物的 基礎 は 土地 問題に ある。 土地 問題と 現在 ある 

がごと き 形で 今日 われわれに 残されて いる 封建的 絶対 

主義 (プロレタリア— ト のより ふるい 仇敵) との 闘い 



にあり、 広汎な 層 を ふくみ 専制 支配に 対する あらゆる 

不満 を 組織して 行われる 民主主義 獲得の ための 闘争 は、 

究極の 目標と して プロレタリア 革命へ の 急速な 転向 

(世界の 革命 力の 高揚に 応じて) を もつ のみで ある。 

「最後の 階級 的 勝利 = プロレタリアの 権力 確立の ため 

にこ そ、 日本の 特殊な 歴史的 条件に よる 民主主義 革命 

は 成功 的に 行われねば ならず、 民主主義 革命 を 成功 的 

に 遂行す るた めに は、 民主主義 革命に おける 農民と プ 

ロレ タ リア— ト のかたい 同盟と プロレタリア— ト のへ 

ゲモ 二 ー が 欠く ベ からざる ものな ので ある ご 民主 主 

義 革命に お いても 指導す る 階級 はプ ロレ タリ ァ ー トで 



モニ ー の 確立の ために 闘う ことに ある。 日本の プ ロレ 

タ リア 革命が 民主主義 革命 を 前提と する もので あり、 

日本に おける フ アツ シズム は、 すなわち 封建的 地主 的 

絶対主義 である ことが 明らかにされた 今日、 プロ レタ 

リア 文学の 戦略 は、 特に 農民文学の 面で こそ 重大な 展 

開 を とげるべき 時に 立ち 到って いるので ある。 

先に 引用した 森鷗 外の 言葉お よび 筆者が 「十分の 一 」 

の もの を 「十分の 十の すがたに かえす」 といって いる 

ところの、 ョ ー 口 ツバ. ブル ジョァ 大作 家 見直しの 考 

えから、 もし プロレタリア • ルネッサンスと いうよう 

な 考えが 導き出され たのなら、 これ もまた 一 つの 誤り 



にと りあげ、 明治維新 がいかに 農民の 搾取の 上に 行わ 

れた 「反革命 的」 性質の もので あるか を 摘発し、 今日 

の 現実 に 闘争す る 革命的 大衆 に アツ ピ— ル すべき 農民 

の 姿 を 小説の どこに も 見出し 得なかった こと を 「青年」 

について 批判して いる。 特に 高 崎郡領 一揆と 大久保 利 

通に その 例 を 見る 維新の 封建 地主 勢力の 庇護の もとに 

あった 志士 団と 革命的 農民との 敵対 関係へ、 われわれ 

の 注意 を 向け て い る 点 は 見落す ことので きな いこと で 

ある。 

明治維新 を 「その 被 圧迫 階級の 立場から 描く ことこ 

そ マルクス . レ ー ニン 主義 的で あり、 唯物弁証法 的で 



建 的 地主 絶対主義 支配の 門出で あると いう 特性 を われ 

らに 示し、 こんにちの 窮乏した 農民の 革命的 高揚、 そ 

の 娘が 年々 多く 吉 原に 売られて くると いう 慄然た る 事 

実の 根源 は、 明治維新の 農民 搾取 制度に みる ことが 摘 

発されなければ ならぬ。 さらに、 樋 口 一 葉が それに 

向って 彼女の 小説の 中で 非 組織的な 小市民 的 反抗 を自 

然 発生 的に 示した、 明治の ブル ジョァ 官僚 =官 員 は ほ 

とん どこと， 、- J とく 階級 層に お い て は 革命的 農民と 対立 

した 地主 的 勢力の 取 巻き 志士 団の くずれであった こと、 

故に ひろく 衆 を あつめる 人材 登用なる もの も、 実質的 

に は 地主 的 勢力に よって 占められ、 文化 は 絶対主義 宣 



志士 連の 幕府 批判 を 説明した 部分 は、 今日の 読者に 対 

して さながら 愛郷 塾の 演説の ような 反動的 役割 を 演じ 

ている。 「幕府 は肥壺 である。 ふりかえって 京都 を 見 

よ。 京都に は、 かって わが国 を 無 階級で 自由な 一国に 

統一 して 合理的な 政治に よって 万民 をうる おした 聖天 

子の 末裔が あらせられる。 (中略) そのむ かしの 自由 

な 日本 はこの 聖 天子 を 幕府と おきかえる ことによ つ て 

再生す る ご この 一文 をよ む われらの 脳裏に 愛郷 塾が 

髡髴 し、 社会 ファシストの 産業 奉還 論が 想起され ずに 

いると すれば、 むしろ それ はお どろくべき である。 

林 は 獄中での 精力 的な 読書 にもかかわらず、 「京都 



圧迫す る その 同じ 闇の 力が 跳梁跋扈 している こと を理 

解し、 また 感ずる であろう ご (レ— ニン) 

〔 一 九 三 二 年 十二月〕 
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